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エーデル土山の

減災マニュアル＆
事業継続活動（ＢＣＰ）策定



滋賀県甲賀市土山町

特別養護老人ホーム 65名

ショートステイ 5名

デイサービス 30名

生活支援ハウス 5名

ケアプランセンター

社会福祉法人あいの土山福祉会
エーデル土山



①減災マニュアル



『減災』という考え方
具体的かつ実践可能
写真＆イラストを多用







災害別対応

災害別レベル

・災害ごとの規模によ
る『レベル定義』を
決めておく。

・レベルに応じた対応





人員招集規定



備蓄の充実・強化

サバイバルフーズ

・ＮＡＳＡ、米軍も使用。
・使用期限２５年
・様々な味あり。
・１００人×１Ｗの備蓄



備蓄の充実・強化

排泄物固形剤

・水が使用出来ない
時に便利。



備蓄の充実・強化

ウォーターゲート

・防水用品
・設置に時間がかからない



備蓄の充実・強化

水嚢

・土嚢よりも手軽
・少人数の時に重宝



地震予測

個人メルマガ

・地震科学探査機構

・測量工学による地震
予測

・週１回メール



②ＢＣＰ（事業継続活動）



ＢＣＰ計画に含んだ内容

震度７を想定（夜間・日中）

①スタッフの被災状況確認書
②被害状況報告書
③財務上の手当（保険支払条件、確保資金）
④各種データのバックアップ体制
⑤復旧見込み時間
⑥目標復旧時間の設定
⑦被災直後～時間～日ごとの周辺環境の予測
を立てて計画に反映させる。







来るべき大災害対策に終わりなし
出来る限りの予算を投入し、自己
防衛を強化する！




